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～冬場に多い食中毒を予防しよう!!
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�ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は冬場に多く発生する傾向があります。幼児や高齢者など体の抵抗力が

弱っている人が感染すると重症になることがありますので注意しましょう。

◆原因は？
　ほとんどの場合，経口（ウイルスが口から体内に入る）感染です。　

　①ノロウイルスに汚染されていた貝類を生あるいは十分に加熱しないで食べた場合

　②食品を取り扱う人，調理する人が感染しており，汚染した食品を食べた場合

　③患者のふん便やおう吐物から二次感染した場合

　※家庭や共同生活施設など，人同士の接触する機会が多いところで人から人へ直接感染する場合もあると言われて

　　います。

◆症状は？
　ウイルスが体内に入ってから２４～４８時間で発症し，主な症状は，下痢，吐き気，

おう吐，腹痛，発熱（３８度以下）など，風邪に似た症状です。

　※症状がなくても便の中からウイルスが検出されることがあります。

◆予防のためには？
　①調理前，食事前，トイレの後などはしっかり手を洗いましょう。

　②手を洗うときは，腕から指先まで３０秒以上しっかり洗いましょう。

　③貝類は，十分に加熱してから食べましょう。（湯通し程度の加熱では，ウイルスは死にません。）

　④ノロウイルス感染症を疑わせるような症状がある方は，食事の準備をしたり食べ物にふれたりすることはやめま

　　しょう。

　⑤衛生的処理がなされないまま，ふん便を投棄（下水や川などに捨てる）するのはやめましょう。（河川・海・貝

　　類が汚染されやすい。）　
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